
（ 1 ） 報 告 タ イ ト ル ： 消 化 器 症 状 が 先 行 、 遷 延 し

た C O V I D - 1 9 の 一 例  
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（ 2 ） 症 例  

4 0 代 の 日 本 人 男 性 。 職 業 は 接 客 業 。 主 訴 は 全 身

倦 怠 感 、 下 痢 。 当 院 受 診 1 2 日 前 に 悪 寒 を 自 覚 し

た 。市 販 の 総 合 感 冒 薬 を 経 過 観 察 し 、そ の 後 悪 寒

消 失 も 食 欲 不 振 が 出 現 し た 。 受 診 6 日 前 の 夕 方

に 3 8 . 5 ℃ の 発 熱 が 出 現 し た た め 、 相 談 セ ン タ ー

へ 連 絡 を し た と こ ろ 、 自 宅 で の 健 康 観 察 を 提 案

さ れ 、 自 宅 で 様 子 を 見 て い た 。 そ の 後 2 日 後 に

は 解 熱 し 、 解 熱 と も に 食 欲 不 振 改 善 傾 向 と な っ

た が 、倦 怠 感 や 下 痢 症 状 は 持 続 ず る た め 、再 度 相

談 セ ン タ ー に 連 絡 を し た と こ ろ 、 病 院 へ の 受 診

を 勧 め ら れ 、 当 院 を 受 診 し た 。  

（ 3 ） 経 過  

受 診 時 、呼 吸 器 症 状 は 認 め ら れ な か っ た が 、持 続

す る 臨 床 症 状 、 検 査 所 見 （ 表 1 ）、 画 像 所 見 （ 図



1 , 2 ）か ら C O V I D - 1 9 を 疑 い 、鼻 咽 頭 拭 い 液 の L A M P

法 検 査 を 行 っ た と こ ろ 、陽 性 で あ っ た た め 、翌 日

に 指 定 医 療 機 関 へ 入 院 と な っ た 。 入 院 経 過 は 安

定 し て お り 、 入 院 5 日 目 に 軽 症 者 療 養 施 設 へ 入

所 と な り 約 3 0 日 間 滞 在 し 、 P C R で の 陰 性 を 確 認

の の ち 、 退 所 と な っ た 。  

（ 4 ） 考 察  

 本 症 例 は 、消 化 器 症 状 が 主 体 で 、呼 吸 器 症 状 に

乏 し く 、発 熱 も 認 め ら れ た が 、短 期 間 で 改 善 が 認

め ら れ た 症 例 で 、こ れ ま で の 報 告 1 ) 2 ) と 比 較 す る

と 、非 典 型 的 な 臨 床 経 過 で あ っ た 。し か し 一 方 で 、

呼 吸 器 症 状 以 外 で は 、 倦 怠 感 や 食 欲 不 振 は 比 較

的 認 め ら れ や す い 症 状 と 言 わ れ て お り 3 ) 、 ま た

本 疾 患 で は 症 状 が 持 続 し や す い 特 徴 2 ) が 知 ら れ

て い る 。本 症 例 の よ う に 、呼 吸 器 症 状 に は 乏 し く

と も 、 比 較 的 頻 度 の 高 い 症 状 が 長 く 続 く よ う な

場 合 は 、 C O V I D - 1 9 も 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る と 考

え ら れ る 。  

 呼 吸 器 症 状 が 乏 し か っ た 一 方 で 検 査 所 見 、 画

像 所 見 は こ れ ま で の 報 告 に 概 ね 合 致 す る 所 見 で



あ っ た 1 ) 4 ) 。 特 に 胸 部 C T 所 見 の 感 度 は 高 く 、 T a o  

A i ら 4 ) は C O V I D - 1 9 に 対 す る 胸 部 C T の 感 度 が

9 7 % で あ る こ と 、 6 0 - 9 3 % の 患 者 で P C R 陽 性 と な る

前 に 胸 部 C T で 異 常 を 認 め た こ と か ら 診 断 に 対 し

て C T 撮 像 が 有 用 で あ る と 報 告 し て い る 。 本 例 に

お い て も 、 胸 部 C T 所 見 は 、 本 疾 患 を 疑 う 根 拠 の

大 き な 一 因 と な っ た と 考 え て い る 。 C O V I D - 1 9 を

症 状 や 身 体 所 見 の み で 診 断 を す る 事 は 困 難 で あ

り 、 検 査 な ど を 含 め た 包 括 的 な 検 討 が 必 要 で あ

る 。 特 に 特 徴 的 な 症 状 を 欠 く 本 疾 患 に お い て は

一 つ 一 つ の 症 状 及 び そ の 経 過 を 十 分 に 確 認 し 、

鑑 別 を あ げ て い く こ と が そ の 後 の 検 査 や 診 断 に

つ な が っ て い く と 考 え ら れ る 。  

（ 5 ） 結 論  

呼 吸 器 症 状 が な い 、 発 熱 も 短 期 間 の み の 症 例 で

あ っ て も 、 消 化 器 症 状 に 加 え て 倦 怠 感 な ど の 全

身 症 状 が あ り 、 か つ そ れ が 持 続 し て い る 症 例 に

お い て は 、 C O V I D - 1 9 も 念 頭 に 置 き 、 診 療 に 当 た

る 必 要 が あ る 。  
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（ 7 ） 図 ・ 写 真 の 説 明  

a ) 初 診 時 の 胸 部 単 純 X 線 写 真 . 両 側 中 下 肺 野 の 末

梢 、左 中 肺 野 、右 下 肺 野 に ス リ ガ ラ ス 影 を 認 め る .  

b ) 初 診 時 の 胸 部 C T . 両 側 下 葉 を 中 心 に 、胸 膜 側 優

位 に 非 区 域 性 分 布 の g r o u n d - g l a s s  a t t e n u a t i o n

（ G G A ） が 認 め ら れ 、 一 部 浸 潤 影 を 伴 う 。 ま た 球



血算 

WBC 5900 /μL (Neut 64.1%, Lymph 22.7%, Mono 9.6%, Eosino 2.9%, Baso 0.7%) 

Hb 16.0 g/dl

Plt 31.8x104 /μL
生化学

AST 53 IU/L

ALT 97 IU/L

LDH 302 IU/L

γ-GTP 129 IU/L

BUN 24.3 mg/dl

Cr 1.20 mg/dl

UA 9.6 mg/dl

Glu 119 mg/dl

PCT 0.07 ng/ml

Ferritin 521 ng/ml

CRP 2.23 mg/dl 

迅速抗原検査 

咽頭マイコプラズマ抗原陰性, インフルエンザウイルス抗原陰性 

形 、 斑 状 を 呈 し て い る 陰 影 も 認 め ら れ る .  

（ 8 ） 表   

表 1 ： 当 院 受 診 時 の 主 な 検 査 所 見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 9 ） 図 ・ 写 真  

図 1 ：   



 

図 2 ：   

 

 

 


